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業務災害保険
放送大学からのお知らせ
石見事務所だより

　西ノ島町の国賀海岸にある通天橋。海に大きくせり出した巨大な岩の架け
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地元の子供たちは泳いでいたそうですが、年々浸食がすすみ、現在の形の通
天橋を見ることができるのは今だけかもしれません。
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令
和
元
年
５
月
28
日
、
島
根
県
商

工
会
館
に
於
い
て
、
商
工
会
連
合
会

の
令
和
元
年
度
（
第
59
期
）
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
各

特
別
会
計
の
平
成
30
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
等
が
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
役
員
の

一
部
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
に
尾
添

県
青
連
会
長
が
理
事
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
重
点
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

❶
「
働
き
方
改
革
」
や
「
消
費
税
率

引
上
げ
」
な
ど
喫
緊
の
課
題
へ
の

円
滑
な
対
応
を
支
援

　

本
県
に
お
い
て
は
、
新
知
事
が
誕

生
し
、
オ
ー
ル
島
根
で
「
島
根
創

生
」
に
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
県
連
も
「
新
・

中
期
行
動
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
「
会
員
企
業
の
持
続
的
発
展
」
と

「
組
織
力
強
化
」
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

特
に
、
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
と

企
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
徹
底

的
な
伴
走
型
支
援
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

商
工
会
組
織
を
構
築
す
る
た
め
に
、

県
連
と
し
て
も
商
工
会
と
と
も
に
考

え
と
も
に
新
た
な
時
代
を
切
り
開
い

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
石
飛
会
長
あ
い
さ
つ
】

❷
「
事
業
承
継
」
と
「
起
業
」
の
促

進
❸
「
計
画
的
な
経
営
」
と
「
販
路
開

拓
」
の
支
援
を
強
化

❹
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
組
織
づ

く
り
（
新
た
な
「
商
工
会
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
と
中
期
行
動
計
画
の

実
施
）

❺
経
営
の
発
達
支
援
に
資
す
る
人
材

の
育
成

❻
地
域
商
工
業
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育

成
と
地
域
経
済
活
性
化
（
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
、
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
会
の

開
催
）

❼
安
定
的
な
自
主
財
源
確
保
に
よ
る

財
政
基
盤
の
強
化
（
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
資
す
る
共
済
の
推

進
）

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　

ま
た
、
本
総
会
の
席
上
で
、
会
員

加
入
推
進
運
動
や
各
種
共
済
の
加
入

実
績
に
つ
い
て
優
良
商
工
会
等
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会員加入推進運動 商工貯蓄共済事業
■会員加入推進運動表彰
・東出雲町商工会
・奥出雲町商工会
・西ノ島町商工会

■新規加入口数実績表彰 ■保有口数純増実績表彰 ■目標達成率実績表彰
・雲南市商工会 ・雲南市商工会 ・桜江町商工会
・出雲商工会 ・石央商工会 ・雲南市商工会
・奥出雲町商工会 ・美郷町商工会 ・邑南町商工会
・まつえ南商工会 ・邑南町商工会 ・奥出雲町商工会
・斐川町商工会 ・津和野町商工会 ・出雲商工会
■加入比率格差実績表彰
・津和野町商工会

自動車共済事業
■新規加入台数等実績表彰
・隠岐國商工会
・飯南町商工会

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度「
通
常
総
会
」

「
通
常
総
会
」を
開
催

を
開
催

令
和
元
年
度
事
業
計
画

令
和
元
年
度
事
業
計
画
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島
根
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は

平
成
31
年
4
月
27
日
（
土
）、
サ
ン

ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
）
に
お

い
て
、
第
53
期
通
常
総
会
を
開
催

し
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
令

和
元
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
を
行
い
、
13
名
の
新
役
員
が
選

任
さ
れ
、
会
長
に
は
出
雲
商
工
会
青

年
部
の
尾
添
泰
宏
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
の
青
年
部
員

増
強
運
動
に
つ
い
て
、
次
の
商
工
会

青
年
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
位　

出
雲
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
（
増
加
率109.6

％
）

第
二
位　

西
ノ
島
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
（
増
加
率107.7

％
）

第
三
位　

津
和
野
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
（
増
加
率105.9

％
）

　

総
会
後
に
開
催
し
た
指
導
者
研
修

会
で
は
、
岡
山
県
商
工
会
青
年
部
連

【
新
役
員
】

会　

長　

尾
添
泰
宏
（
出　
　

雲
）

副
会
長　

山
岡
哲
郎
（
ま
つ
え
南
）

　

〃　
　

青
野
武
文
（
斐
川
町
）

　

〃　
　

福
原
真
治
（
吉
賀
町
）

理　

事　

藤
原
大
輔
（
安
来
市
）

　

〃　
　

三
澤
将
太
（
奥
出
雲
町
）

　

〃　
　

木
村
有
佑
（
雲
南
市
）

　

〃　
　

重
田
賢
一
（
出　
　

雲
）

　

〃　
　

上
原
圭
一
（
美
郷
町
）

　

〃　
　

池
田　

亮
（
津
和
野
町
）

　

〃　
　

井
上
志
朗
（
西
ノ
島
町
）

監　

事　

河
村
隆
弘
（
銀
の
道
）

　

〃　
　

前
川
篤
志
（
隠
岐
の
島
町
）

合
会
の
石
井
浩
二
会
長
が
「
共
成

イ
ン
パ
ル
ス
ユ
ニ
ッ
ト
～
県
青
連
災

害
復
旧
支
援
活
動
が
繋
げ
た
商
工
業

者
の
復
興
～
」
と
題
し
て
、
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
会
長
は
、
岡
山
県
青
連
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
「
共
成　

イ
ン
パ
ル
ス

ユ
ニ
ッ
ト
」
と
掲
げ
、
県
青
連
事
業

の
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
ご
活
躍
は
県
青
連
事
業
の

み
な
ら
ず
事
業
承
継
問
題
へ
の
取
り

組
み
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
講
演
で
は
平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
石
井
会
長
は
災
害
発
生
後
、
い

ち
早
く
現
場
に
入
り
、
延
べ
680
名
の

青
年
部
員
と
協
力
し
131
事
業
者
の
復

旧
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
1
日
も
早

い
事
業
再
開
に
向
け
て
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
た
当
時
の
お
話
を
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
令
和
元
年
度
主
要
事
業
】

▼
島
根
県
商
工
会
青
年
部
研
修
大
会

（
邑
南
町
）

7
月
6
日
（
土
）

▼
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
交
流
会
（
松
江
市
）

10
月
4
日
（
金
）
～
5
日
（
土
）

▼
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

（
名
古
屋
市
）

12
月
4
日
（
水
）
～
5
日
（
木
）

　

本
年
度
は
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
青
年
部
交
流
会
が
10
月
に

松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

研修会（石井岡山県青連会長）

尾添県青連新会長

主催者挨拶（高橋県青連前会長）

青
年
部
だ
よ
り
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島
根
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
平
成
31
年

４
月
24
日
（
水
）、
玉
湯
町
「
玉
造
温
泉
ゆ
～

ゆ
」
に
お
い
て
県
内
各
地
か
ら
230
名
が
集
い
通

常
総
会
、
指
導
者
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

開
会
に
先
立
ち
ご
来
賓
を
招
い
て
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
書
及
び
平
成
31
年
度
の
事
業
計

画
、
収
支
予
算
書
等
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
者
研
修
会
で
は
「
全
国
商
工
会
女
性
部

主
張
発
表
大
会
島
根
県
予
選
」
と
「
講
演
会
」

を
行
い
ま
し
た
。　
　

　

主
張
発
表
大
会
で
は
県
下
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
が
女
性
部
活
動
の
報
告
や
地
域
振
興
に
関
わ

る
街
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

全
員
、
思
い
が

込
め
ら
れ
た
発
表

で
し
た
が
、
審
査

委
員
に
よ
る
厳
正

な
審
議
の
結
果
、

吉
賀
町
商
工
会
女

性
部
の
山
脇
裕
子

さ
ん
が
最
優
秀
賞

に
輝
か
れ
ま
し

た
。

　

山
脇
さ
ん
に
は
9
月
に
開
催
さ
れ
る
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
会
（
山
口

市
）
に
て
島
根
県
代
表
と
し
て
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
主
張
発
表
大
会
結
果
】

　

最
優
秀
賞　

山
脇　

裕
子
（
吉
賀
町
）

　

優
秀
賞　
　

野
々
村
三
重
子
（
雲
南
市
）

　

敢
闘
賞　
　

田
中　

芳
子
（
ま
つ
え
南
）

中
浜　

睦
子
（
西
ノ
島
町
）

森
下
登
喜
子
（
桜
江
町
）

　

ま
た
、
講
演
会
で
は
小
片
悦
子
さ
ん
に
よ
る

「
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」

と
題
し
て
、
楽
し
く
笑
い
溢
れ
る
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
玉
造
温
泉
「
紺
家
」
へ
移
動
し
、

ゲ
ス
ト
に
全
女
性
連
末
武
会
長
を
お
招
き
し
、

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地元女性部によるダンス

女
性
部
だ
よ
り
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４
月
か
ら
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
経
営

者
や
役
員
、
管
理
職
の
皆
様
、
働
き

方
改
革
に
向
け
た
対
応
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
？

　

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

で
、「
誰
も
が
働
き
や
す
い
魅
力
あ

る
職
場
」
を
整
備
し
、
意
欲
あ
る
人

材
の
確
保
や
労
働
生
産
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
労
働
基
準

法
等
の
法
改
正
が
あ
る
た
め
、
36

（
サ
ブ
ロ
ク
）
協
定
の
新
様
式
へ
の

対
応
や
、
企
業
に
よ
っ
て
は
就
業
規

則
の
変
更
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
働
き
方
改

革
の
目
玉
と
さ
れ
て
い
る
「
有
給
休

暇
義
務
化
（
罰
則
あ
り
）」（
※
平
成

31
年
４
月
１
日
施
行
）、「
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
の
導
入
（
罰
則
あ

り
）」（
※
中
小
企
業
は
、
令
和
２
年

４
月
１
日
施
行
）、「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」（
※
中
小
企
業
は
、
令
和
３

年
４
月
１
日
施
行
）
等
の
法
改
正
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
社
労
士
が

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

自
社
の
対
応
に
つ
い
て
、
再
度
確

認
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
！

「
働
き
方
改
革
推
進

　
　
　
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
！

■
主
な
解
説
の
ポ
イ
ン
ト

・
働
き
方
改
革
の
全
体
像

・
有
給
休
暇
の
取
得
義
務
化

・
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
へ

の
対
応
に
つ
い
て（
法
制
度
、

労
務
管
理
手
法
等
）

・
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
（
同
一
労
働

同
一
賃
金
）

・
労
働
関
係
助
成
金
等
の
活
用

に
つ
い
て
　
ほ
か

■
講
師

島
根
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
専
門
家
（
社
会
保

険
労
務
士
）

■
開
催
日
時
・
場
所

各
地
の
商
工
会
館
等
で
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄

り
の
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

セミナー終了後、
個別相談会を実施
します！
※事前予約優先

参加費
無料

―
待
っ
た
な
し
！
先
延
ば
し
禁
物
！

―

企業の事業承継の課題解決へ 事業引継ぎの相談窓口
島根県事業承継ネットワーク事務局 島根県引継ぎ支援センター

 親族内承継を中心に、承継計画の作成、 
課題解決のお手伝いを行います。

ご相談は、お気軽にお問合せください。

M&A、従業員承継、親族内承継など、 
事業を引継ぐためのお手伝いを致します。
ご相談は、守秘義務契約に基づきます。

松江市母衣町 55-4（松江商工会議所ビル 6 Ｆ） 
Tel：0852-33-7481　Fax：0852-33-7482

※当事務局は、中小企業庁委託事業です。

松江市母衣町 55-4（松江商工会議所ビル 6 Ｆ） 
Tel：0852-33-7501　Fax：0852-61-1171

※当センターは、中国経済産業局委託事業です。

その「働き方」みんなで考えよう

県内各地の商工会、商工会議所地域で無料セミナー、個別相談会を開催しています。

●セミナーの開催日時、その他ご相談・お問い合わせ先

島根働き方改革推進支援センター　＜（一社）島根県経営者協会内＞
専用フリーダイヤル　０１２０－５１４－９２５
〒690-0886　松江市母衣町55番地４（松江商工会議所ビル7階）　
メールアドレス hatarakikata@shimanekeikyo.com
※当センターは、島根労働局委託事業です。

時間外労働の上限規制年次有給休暇の
時季指定 同一労働　同一賃金

月45時間
年360時間

（原則）

毎年５日
確実に取得

正規と非正規の
不合理な待遇差を禁止

2020年４月１日より施行
（大企業2019年4月1日より施行）

2019年４月１日より施行
2021年４月１日より施行

（大企業2020年4月1日より施行）

働き方改革法
2019年春始まる

島根働き方改革推進支援センター 検索
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・
そ
ろ
そ
ろ
事
業
を
後
継
者
に
継
が

せ
た
い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

・
後
継
者
が
い
な
い
け
れ
ど
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

・
事
業
を
誰
か
に
譲
り
た
い
け
れ
ど

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

と
い
っ
た
悩
み
を
お
持
ち
の
経
営

者
の
方
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会

地
区
に
４
名
（
本
所
２
名
、
隠
岐
１

名
、
石
見
事
務
所
１
名
）
の
「
事
業

承
継
推
進
員
」
を
配
置
し
て
お
り
ま

す
。

　

円
滑
な
事
業
承
継
を
行
う
た
め
に

は
、
十
分
な
準
備
が
必
要
で
す
。
ま

ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

最
寄
り
の
商
工
会
又
は
島
根
県
商

工
会
連
合
会
経
営
支
援
課
ま
で

（
℡
０
８
５
２

－

２
１

－

０
６
５
１
）

◉
安
部
利
昭
（
本
所
）

こ
の
度
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
事
業

承
継
推
進
員
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
下
支
え
を
し
、
伝
統

と
文
化
を
育
ん
で
き
た
中
小
企
業

が
、後
継
者
難
や
経
営
上
の
理
由
で
、

事
業
の
継
続
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
、
三
位
一
体
で
総
力
を
上
げ
た

支
援
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

一
方
、
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い

新
陳
代
謝
が
進
む
な
か
で
、
発
展
の

機
会
と
捉
え
る
事
業
所
も
多
い
こ
と

は
心
強
く
思
い
ま
す
。

　

責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
皆

様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

◉
明
石
啓
孝
（
本
所
）

松
江
出
身
で
現
在
56
才
（
子
供
4

人
＋
孫
4
人
）
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
し
ま
ね
産
業
振
興
財

団
に
20
年
、
民
間
製
造
業
に
13
年
勤

務
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し

て
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
い
た
し

ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

趣
味
は
音
楽
で
す
。
28
年
前
に
県

内
唯
一
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
、
毎
年
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル
で
定

期
演
奏
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
８
月
24
日
（
土
）
で
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

◉
若
林
俊
裕
（
隠
岐
）

　

昨
年
4
月
か
ら
島
根
県
商
工
会
連

合
会
の
委
嘱
に
よ
り
隠
岐
地
区
事
業

承
継
推
進
員
と
し
て
任
務
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
若
林
と
申
し
ま
す
。

　

出
身
地
は
隠
岐
の
島
町
で
す
が
、

昨
年
2
月
末
日
ま
で
10
年
間
隠
岐
國

商
工
会
で
勤
務
（
単
身
赴
任
）
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
経
験
を
糧
に
、
本
年

度
も
微
力
な
が
ら
隠
岐
地
域
に
お
け

る
事
業
承
継
推
進
業
務
に
全
力
で
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◉
中
原
忍
（
石
見
事
務
所
）

約
２
割
の
商
工
業
者
が
、
地
域
の

大
半
の
収
益
や
雇
用
を
生
み
出
す
中

核
企
業
で
、
そ
れ
以
外
の
事
業
所
が

後
継
者
問
題
と
経
営
の
改
善
を
必
要

と
す
る
商
工
会
組
織
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
で
す
。

　

一
方
、
事
業
承
継
に
向
け
た
様
々

な
施
策
や
支
援
機
関
の
設
立
に
よ

り
、
全
方
向
か
ら
の
支
援
体
制
が
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
承
継
推
進
員
と
し
て
、
今
後

は
商
工
会
と
他
の
支
援
機
関
と
の
仲

介
者
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
、
円

滑
な
事
業
承
継
に
向
け
た
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
事
業
承
継
推
進
員
」の
ご
紹
介

『
事
業
承
継
』
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？



吉賀町商工会
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　「身近にあるいいものに光を当て、情報発信していこう」という目的を持ち、
サイクリングを使って昭和 59 年に始めたこの事業
も、今年で 35 年目を迎えます。毎年 400 人ほどの
参加者があって、尾原ダム周辺の自転車専用道や
可部屋集成館等の風光明媚な観光地を走ります。
　仁多米 1.5 合を使ったビックリおにぎりや仁多
牛のバーベキューなども楽しめる内容で、県内各
地から参加いただいています。事業を続ける中で、
サイクリングターミナルや自転車競技施設等地域
住民の財産も出来ました。青年部の看板事業です。毎年 10 月に開催していますので、ぜひ一度ご参加下さい。

サービス業部会で「奥出雲バル」・商業部会で「春の奥くじ」と名付けた
地域産業振興事業に取り組んでいます。部会幹事会が中心になって企画内
容を詰めていきます。奥出雲バルは飲食店の食べ歩きで、初めて入るお店
との新しい出会いも生まれます。春の奥くじは３月４月の地元購買を促進
する共同販促事業です。部会員の皆さんで知恵を出して取り組んでいます。

奥出雲サイクリングは35年目を迎えました！
～青年部の看板事業～

「奥出雲バル」＆「春の奥くじ」実施！
サービス業部会と商業部会の取り組み

奥出雲町商工会

　吉賀町商工会青年部では、人口増加と観光アピールを目指し、吉賀町＆津和野町の各町の商工会青年部と
役場の４団体共同開催で婚活事業を行っております。その吉賀町＆津和野町が合同で実施する出会い創出イ
ベント「恋＠来い 鹿足大合戦」を今年も開催します！本事業は今年で４回目となり、過去３回でのカップル
成立率は 50％を超えております。１泊２日で行われるこのイベントは吉賀町内と津和野町内とで交互に開催
して行っており、今年度は吉賀町内での開催となります。内容は、１日目は屋外バーベキューを通しての交
流や懇談会を行い温泉宿泊施設で１泊して頂き、２日目は柿木地区の茶畑で
のお茶摘み体験を予定しています。
　皆様の素敵な出会いをスタッフ一同、サポートさせていただきます。
【イベント概要】
　日　　　時：令和元年９月 14 日（土）・15 日（日）
　開催エリア：吉賀町
　参加対象者：20 歳以上 50 歳以下の独身男女

※男性は鹿足郡内在住者または勤務者に限る
　募 集 人 数：男性 15 名・女性 15 名
　参　加　費：男性 10,000 円

女性　5,000 円

今年も開催 !! 婚活事業～恋＠来い 鹿足大合戦～

クローズ
アップ
商工会

県内 21商工会の取り組みを
毎号リレー方式で紹介します。



各商工会・島根県商工会連合会

地震などの天災による損害も補償する！

休業対応応援共済
○地震・津波、台風の時も対応でき、事業再開に

かかる費用にお使いいただけます！

○事業再開時には迅速に共済金をお支払いします！

お申し込み、ご相談は県下各商工会へ

島島根根県県火火災災共共済済協協同同組組合合
☎☎ 00885522--2211--00224499

元受団体　全日本火災共済協同組合連合会

商工会会員限定（※） 

集集団団団団体体「「島島根根県県商商工工会会連連合合会会」」 

島根県支部：松江市西津田 5-1-7  ：0852-26-5270 

本部：福岡市博多区東比恵 2-15-25 ：092-441-5901 
承認番号 NJ720.1903.0175.20031-1905(1)9000 部

※島根県下 各商工会の

会員のお車のほか役員・従

業員（同居の親族を含みま

す。）が所有されるお車に

団体割引を適用

  
東部地区の方は

ジョイメイトしまね
一般財団法人島根県東部勤労者共済会

〒
松江市母衣町
松江商工会議所ビル２階

西部地区の方は

ジョイメイトいわみ
一般財団法人島根県西部勤労者共済会

〒
浜田市田町

みのりやビル２階

会費は１人月額１ ０００円！

大企業並みの充実した

福利厚生を提供します！

健康診断助成
円上限／年

＜お問合せ先＞ 

その他サービス
割引施設利用
旅行助成
教育助成
インフルエンザ助成

など

まずはお気軽にご連絡下さい！
 

慶弔給付金
祝金・見舞金給付

永年勤続・結婚
出産・入学・
成人・還暦・古希
傷病見舞金 など

お得な情報
盛りだくさんの
会報誌を毎月発行！

この機会に経営リスクへの備えを考えてみませんか？

2018年度は保険料が2018年度は保険料が最大約58％割引!!最大約58％割引!!

商工連しまね 8
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放送大学はテレビ・ラジオ・インターネットを使って自宅
で、自分のペースで学べる通信制の大学です。
次のような様々な目的で幅広い世代の方が学んでいます。

・働きながら大学を卒業し学位取得を目指す方
・現在の職務や資格のキャリアアップを図りたい方
・学びを楽しみ自己実現を図りたい方　等

この機会にあなたも放送大学で学んでみませんか。
詳しい資料を送付しますのでお気軽にお問合せください。

○入学時期　年２回（４月、10 月）

○学生の種類と入学資格（教養学部）……学力試験はなし
①科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
②選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）

以上は 15 歳以上の方なら入学できます
③全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）

18 歳以上で高校卒業等大学入学資格のある方

○入学料、授業料
入学料は、上記の種類により7000円、9000円、24000円
授業料は、１科目 11000 円
民間企業の方はハローワークで支援制度があります

○資料請求（無料）・問合わせ先
放送大学島根学習センター
松江市白潟本町スティックビル４階
ＴＥＬ：0852-28-5500
http://www.sc.ouj.ac.jp/center/shimane/

放送大学で学びませんか放送大学で学びませんか ��q²½ÈÓÞéô���$/:EP[fr}��}�©®PP¯°±³´µ¶·¸¹º»¼¾¿ÀÁÂÃÄÅÆÇÉÊËÌÍÎÏÁÂÐÉÑÒÔÕÖ×¾ØºÙÚ°ÛÜÝßà´Ì¹ÀáÅâÌÅÆÇáãäÌÍåæç¸¯°±³´ÉèêÌ¹À¿·ëìíîïÅðñ´µòó¾õöÔ÷Ôø·Î¯°±³´¾ºùúµûüý¾þ���À�¸ØÌ¹÷��å÷Õº	
ý¾�Å�
µ�
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本店営業部
TEL 0852-22-2837

島根県信用保証協会は、お客様お一人お一人に寄り添い、最適な経営改善プランをご提案いたします。
どんな小さなことでも、お気軽にご相談ください。

経営に関するご相談は

何でも相談
ホットライン

経営に関する様々なお悩み、抱え込
まずに当協会と一緒に考えてみませんか。
当協会をご利用中でない方、創業予定の
方でも無料でご利用いただけます。

0120-40-5471
シエン ゴ シ ナ イ

電話・ＦＡＸ共通

女性相談窓口

チーム・
エスポワール

女性相談員 による相談窓口です。
女性ならではの観点・感性を活か

した対応やアドバイスを心がけ、安心
してご相談していただけるよう取り
組んでいます。

相談料、診断料等はいただきません！

専門家派遣

きょうかい専門家派遣事業

「結（ゆい）」

島根県信用保証協会 検索

専門的な知識と経験を有する専門家を
無料で派遣し、目標の実現や課題解決に向
けたお手伝いをします。

充実した４つのコース！
● アドバイスコース
● 創業支援コース
● 事業承継支援コース
● 計画策定支援コース

相談窓口（本店）

松江市殿町１０５番地
TEL ２２－２８３７
FAX ２２－３０７５
出雲支店
TEL 0853-21-4998

浜田支店
TEL 0855-22-0833

益田支店
TEL 0856-22-4567

商工連しまね 10

　

本
事
業
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
（
以
下

：

中
小

機
構
）
が
支
援
機
関
の
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で

す
。

　

具
体
的
に
は
、
実
施
す
る
支
援
機

関
が
テ
ー
マ
な
ど
を
設
定
し
た
上

で
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
交
え
た
研
修

や
、
講
習
会
な
ど
い
わ
ば
「
完・

全・

オ・

ー・

ダ・

ー・

メ・

イ・

ド・

型・

」
の
研
修
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
16
日
に
石
央
商
工
会
の
本
所

に
て
本
事
業
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
機
構
か
ら
は
本
事
業
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
正
岡
稔
氏
と
事
務

担
当
の
木
内
将
人
氏
が
来
所
さ
れ
、

石
央
商
工
会
か
ら
は
的
場
事
務
局
長

と
７
名
の
経
営
指
導
員
が
参
加
し
、

県
連
石
見
事
務
所
か
ら
は
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

石
央
商
工
会
で
は
「
経
営
革
新
計

画
策
定
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
一
人

に
つ
き
一
件
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
お
り
、
冒
頭
で
、
木

内
氏
か
ら
本
事
業
の
概
要
と
意
義
が

説
明
さ
れ
た
の
ち
、
正
岡
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
、
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
も

と
に
、
各
研
修
内
容
を
ど
う
い
っ
た

も
の
と
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
植
田
経
営
支
援
課
長

か
ら
、「
今
回
の
テ
ー
マ
は
経
営
革

新
計
画
策
定
と
し
て
い
る
が
、「
計

画
を
作
る
こ
と
」が
目
標
で
は
な
く
、

肝
と
な
る
の
は
「
掘
り
起
こ
し
」
で

あ
り
、
そ
れ
に
い
か
に
取
り
組
ん
で

い
く
か
を
こ
の
研
修
で
身
に
つ
け
て

い
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
思
い
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、

月
に
１
回
程
度
、
一
方
的
な
講
義
形

式
で
は
な
く
、
指
導
員
の
取
り
組
み

内
容
の
発
表
と
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
テ
ク

ニ
カ
ル
的
な
こ
と
や
、
考
え
方
な
ど

を
全
体
で
共
有
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し

て
蓄
積
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
構
想
で
す
。

　

協
議
終
了
後
に
、
的
場
事
務
局
長

は
、「
一
定
期
間
、
集
中
的
に
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
め
る
機
会
は
そ

う
な
い
。
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
、
前
向
き
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
機
構
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の

県
下
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
た
め
、

今
後
の
動
向
に
も
注
目
で
す
。

　

そ
し
て
今
後
、
今
回
の
石
央
商
工

会
を
参
考
に
、「
人
材
育
成
」
の
取

り
組
み
が
他
の
商
工
会
へ
波
及
し
て

い
け
ば
、
地
元
企
業
の
継
続
的
発
展

に
寄
与
で
き
る「
支
援
人
材
の
育
成
」

が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

石
央
商
工
会
の
人
材
育
成

「
支
援
機
関
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

石見事務所だより
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